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2024 年 5 月 21 日（水）  

 

 

横浜市会では、５月 15 日から第 2回定例会が開かれています。日本共産
党は市政チェックの役割果たしながら、市政を前に進める提案型論戦に尽
力します。ぜひ傍聴にお越しください。横浜市会ホームページでネット中
継も見られます。議案一覧は横浜市会ホームページをご覧ください。 

2025 年第 2 回定例会  
5/23(金) 

午後 1 時頃

主な質問内容（予定） 
●安心して公園のトイレを使えるように 

ドアの故障で閉じ込められ、脱出しようと

して怪我をされた方が出てしまった。市民が

安心して利用できる公園トイレとなるよう

保全と管理に予算増を。古いトイレと、洋式

化への改修の加速をなど。 

 

●介護休暇を不登校対応にも使いやすい

ものへ 

 市職員の介護離職防止のために必要な条

例改定だが、増加する不登校児童・生徒の家

庭でも使いやすい運用にすることなど。 

 

●そもそも学生が働かなくても良い環境

づくりを  

議 案 関 連 質 問 

宇佐美さやか議 員 
（神奈川区選出） 

議会のお知らせ（議員名は党市議団の発言予定者） 

5 月 28 日（水曜日） 本会議（第３日）一般質問【白井まさ子】 

6 月 5 日（木曜日）午後２時 本会議（第４日）討論【みわ智恵美】 

開催期間：5 月 15 日～6 月 5 日 

特定親族特別控除の創設に伴い、市税条例を改

定する議案で、必要なものだと考えるが、そもそ

も、学生がもっと働けるようにすることを進めて

も本質的な問題の解消にはならない。学生がお金

の心配せずに学業に専念できる環境をつくること

こそが大事と考えるが市長の見解を問う。 

また、物価高騰対策としても、生計費非課税の原

則に立って、個人住民税の基礎控除の引き上げを

国へ求めてほしい。など 

 

●補正予算を組み物価高騰対策を 

物価高騰の影響で、市民生活が困窮している。市

民の暮らしを支える緊急の手立てを、市独自の補

正予算を組んで進めてほしいことのへの見解。 

 

 
インターネット中継 

(生・録画)もご覧ください︕ 


